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フラックスタウン・熱海
 特集●交通と都市の未来形

5つの方法で走る乗り物が
暮らしを変える
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熱海の街を縦横無尽に駆け抜ける乗り物 “SV ” 。
陸と海を駆け回るその乗り物が、半透明のシャフトを潜り
抜けて空へ上る。高さ135mの“スパイラルエレベーター
タワー” は、熱海駅と陽和洞、そして熱海海岸とアタミ
ロープウェイの八幡山駅をつなぐロープウェイを4カ所で
支えている。
熱海湾に微光を放ちながら建つシャフトが繋ぐのは、熱海
の街と人の流れである。

03-13	 特集●交通と都市の未来形
	 —5つの方法で走る乗り物が暮らしを変える—

	 フラックスタウン・熱海
14-17	 連載●リニューアル探検隊が行く！

	 日本森林林業振興会
18-19	 連載●安全・安心を科学する

	 携帯電話のトラブルと
	 その対処法
	 コミュニケーションのための安全・安心

		 20	 交通の快楽

	 空港と鉄道の新しい関係

vol .20  2009

vol.20 2009
安全で快適なエレベーターの未来をデザインする

地球環境に配慮した大豆油インキ
を使用しています

古紙20％＋植林木・ECFパルプ80％
の再生紙を使用しています

今 号 の 東 芝 エレベータ広報誌『F U T U R E  D E S I G N 』
Vol.20 に対するご感想をお聞かせください。抽選 で10 名
さまに「特選品」をお送りします。今号の特選品は、熱海の
NPO 法人エイミックが「健康」と「くつろぎ」をテーマに開
発したボディジェルとクレイソープ「カラダとココロ」です。
入浴剤「和らぎ」「温もり」とセットにしてお届けします。

●応募方法
同封のはがきまたはFAX用紙、
E-mailでご意見をお送りください。

●締め切り
2010年1月31日到着分まで有効。

アンケートにご協力ください

【 表 紙 解 説 】

改正建築基準法に適合した
リニューアル市場向け新商品の出荷開始

　東芝エレベータは、2009年9月28日に施行された改正建築基準
法施行令に適合したリニューアル市場向け標準形エレベーター（商品
名：ELFRESH）の出荷を9月に開始しました。
　新商品では、施行令で規定された「戸開走行保護装置」および「地震時
管制運転装置」を標準装備するとともに、新開発のLED照明やカラーユ
ニバーサルデザイン認証を取得した液晶インジケータを採用していま
す。また新商品拡販に伴い、業界初となるCO2排出量の削減をサポート
する「カーボンオフセットキャンペーン」を
2013年3月末まで展開します。
キャンペーン詳細につきましては
当社Webサイトをご覧ください。
http: //www.toshiba-elevator.co.jp/
elv/common/contents/products/
renewal/index.jsp

お知らせ
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特
集
●
交
通
と
都
市
の
未
来
形

5
つ
の
方
法
で
走
る
乗
り
物
が

暮
ら
し
を
変
え
る

世
界
的
に
も
有
名
な
日
本
の
温
泉
。

そ
の
日
本
を
代
表
す
る
温
泉
地
の
ひ
と
つ

が
熱
海
だ
。

古
く
か
ら
江
戸
に
近
い
保
養
先
と
し

て
名
高
く
、
１
９
５
０
年
代
に
は
新
婚

旅
行
や
社
員
旅
行
の
定
番
と
な
っ
た
。

現
在
で
も
観
光
客
で
に
ぎ
わ
う
熱
海
だ
が
、

近
年
で
は
東
京
に
近
す
ぎ
る
距
離
と
過
去

の
イ
メ
ー
ジ
が
観
光
地
と
し
て
の
新
鮮
味

を
損
ね
、
旅
行
先
と
し
て
敬
遠
さ
れ
る
要

因
に
も
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
地
方
都
市

と
し
て
は
、
少
子
高
齢
化
や
人
口
減
と
い

っ
た
典
型
的
な
問
題
に
も
直
面
し
て
い
る
。

今
回
本
誌
で
は
、
２
人
の
建
築
家
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
熱
海
を
リ
サ
ー

チ
し
、
２
０
２
０
年
の
熱
海
を
構
想
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
「
フ
ラ
ッ
ク
ス

<
Flux>

」。

「
流
れ
」
を
意
味
す
る
こ
の
言
葉
が
象
徴

す
る
、
人
と
モ
ノ
の
流
れ
を
考
え
た
新
時

代
の
観
光
都
市
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

な
の
だ
ろ
う
か
。

フ
ラ
ッ
ク
ス
タ
ウ
ン
と
は

地
形
や
既
存
の
建
設
物
な
ど
に
し
ば
ら
れ
ず
、

人
や
モ
ノ
が
自
由
に
活
動
で
き
る
街
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
景
観
や
歴
史
的

建
築
物
、
固
定
イ
ン
フ
ラ
な
ど
既
存
の
都
市
構

造
物
を
活
か
し
つ
つ
、
そ
れ
ら
に
と
ら
わ
れ
る
こ

と
な
く
流
動
的
に
進
化
で
き
る
街
を
目
指
し
ま
す
。



4

▲明治期の熱海の温泉
提供：長崎大学附属図書館

信
仰
と
温
泉
に

支
え
ら
れ
た
歴
史

　

今
や
温
泉
の
代
名
詞
と
も
言
え

る
熱
海
だ
が
、
熱
海
の
温
泉
が
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ

ご
ろ
だ
っ
た
の
か
。
遡
れ
ば
、
鎌

倉
時
代
の
弘
安
7
年
（
1
2
8
4
年
）

に
日
蓮
宗
の
僧
で
あ
る
日
興
が
、

弟
子
に
熱
海
湯
治
を
勧
め
た
記
録

が
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
以

前
で
も
江
戸
時
代
の
戯
作
者
で
あ

る
山
東
京
山
が
『
熱
海
温
泉
図
彙
』

（
1
8
3
2
年
）
に
て
、
５
世
紀
末
、

海
底
よ
り
温
泉
が
湧
き
出
し
多
く

の
魚
介
類
が
死
ん
だ
と
の
伝
承
に

触
れ
て
い
る
。「
熱
海
」
の
漢
字
表

記
は
、
海
か
ら
熱
い
湯
が
湧
き
出

た
こ
と
が
由
来
と
い
う
説
も
あ
り
、

実
際
、
熱
海
に
は
湯
温
が
90
度
以

上
あ
る
源
泉
が
多
数
存
在
す
る
。

　

熱
海
が
「
湯
治
場
」
で
有
名
だ

っ
た
こ
と
は
徳
川
家
康
が
湯
治
に

訪
れ
た
こ
と
で
も
推
察
で
き
る
。

四
代
将
軍
家
綱
の
時
代
か
ら
は
熱

海
の
湯
を
江
戸
ま
で
運
ば
せ
る「
御

汲
湯
」
が
始
ま
っ
た
。

　

明
治
以
降
は
、
文
化
人
や
政
界

の
要
人
た
ち
が
熱
海
を
別
荘
地
と

し
て
利
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
上

流
階
級
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
性

格
も
備
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
今

も
熱
海
に
は
「
起
雲
閣
」
や
「
陽

和
洞
」
な
ど
（
7
ペ
ー
ジ
参
照
）、

当
時
の
別
荘
が
現
存
す
る
。

湯
治
湯
か
ら
名
保
養
地
へ

　

入
湯
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
熱
海

だ
が
、
交
通
網
の
整
備
は
遅
れ
て

い
た
。
東
海
道
が
小
田
原
か
ら
箱

根
に
向
か
っ
て
い
る
た
め
、
小
田

原
と
熱
海
の
間
は
山
道
が
あ
る
だ

け
だ
っ
た
。
1
8
8
0
年
に
熱
海

─
小
田
原
間
を
結
ぶ
熱
海
新
道
の

仮
開
通
を
皮
切
り
に
陸
路
が
整
備

さ
れ
、
や
っ
と
人
力
車
が
通
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

東
京
か
ら
熱
海
は
距
離
に
し
て

約
1
0
0
km
。
1
8
8
6
年
末
に

熱
海
を
訪
れ
た
坪
内
逍
遥
は
、
午

前
7
時
に
東
京
の
新
橋
を
出
て
、

乗
合
馬
車
と
人
力
車
を
乗
り
継
ぎ
、

到
着
し
た
の
は
夜
だ
っ
た
と
い
う
。

1
8
8
3
年
に
は
東
京
と
伊
豆
沿

岸
を
結
ぶ
汽
船
が
運
行
を
開
始
。

ま
た
、
1
8
9
5
年
に
は
人
力
で

客
車
を
押
す
世
界
的
に
も
珍
し
い

鉄
道
「
豆
相
人
車
鉄
道
」
が
登
場

す
る
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
が
徐
々
に

整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
1
8
9
7
年
か
ら
新

聞
に
連
載
さ
れ
た
尾
崎
紅
葉
の
代

表
作
『
金
色
夜
叉
』
で
登
場
人
物

の
貫
一
と
お
宮
が
繰
り
広
げ
る
熱

海
海
岸
で
の
名
場
面
に
よ
り
、
熱

海
の
名
は
全
国
に
広
ま
る
こ
と
と

な
る
。

　

そ
し
て
、
1
9
2
4
年
に
は
熱

海
線
（
現
在
の
J
R
東
海
道
本
線
）

が
開
通
す
る
。
そ
れ
ま
で
年
間
3

万
５
千
人
で
あ
っ
た
熱
海
駅
の
乗

観
光
地
と
し
て
知
ら
れ
る
熱
海
。
そ
こ
に
は
味
わ
い
深
い
歴
史
と
と
も
に
、

日
本
の
観
光
地
が
共
通
し
て
抱
え
る
問
題
点
も
見
つ
け
ら
れ
る
。

ま
ず
は
歴
史
的
な
背
景
を
加
味
し
な
が
ら
、
現
在
の
熱
海
が
持
つ
魅
力
と
課
題
を
探
っ
て
み
る
。

熱
海
の
過
去
と
現
在

由
緒
あ
る
観
光
ブ
ラ
ン
ド
「
熱
海
」

▲ 明治時代の熱海全景
1890年代と思われる熱海の様子。八幡山から熱海温泉の全景を撮影している。写真左手中央の森は熱海御用邸で、
その左の長い建物は熱海学校と思われる。御用邸の背後には温泉寺や湯前神社があり、御用邸の右手に当時国内
唯一の間歇泉であった大湯の湯煙が白く見える。手前にある民家の先に和田川があり、熱海海岸に注ぐ。そこから
糸川までの間には水田が広がり、さらにその先には旅館と別荘が密集し、背後には伊豆山が写る。明治期に活躍
した写真家の小川一真が撮影した。
提供：長崎大学附属図書館
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熱 海 の 歴 史 降
客
が
、
こ
の
年
は
75
万
人
に
も

な
っ
た
。
以
降
、
日
本
の
高
度
成

長
期
に
首
都
圏
か
ら
観
光
客
が
押

し
寄
せ
、
新
た
な
発
展
と
近
代
化

の
時
代
が
訪
れ
る
。

　

熱
海
は
新
婚
旅
行
や
社
員
旅
行

の
定
番
と
な
り
、
大
型
ホ
テ
ル
や

旅
館
の
建
設
は
増
加
の
一
途
を
辿

っ
た
。
海
外
旅
行
ど
こ
ろ
か
国
内

の
遠
距
離
旅
行
も
珍
し
か
っ
た
時

代
に
、
交
通
の
利
便
性
を
生
か
し
、

東
京
か
ら
訪
れ
や
す
い
観
光
地
と

し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
の
だ
。

熱
海
に
関
わ
る
人
々
と

そ
の
推
移

　

熱
海
の
人
々
は
、
大
き
く
3
種

類
に
分
類
さ
れ
る
。
定
住
す
る
地

域
住
民
、
長
期
滞
在
す
る
別
荘
族
、

そ
し
て
観
光
客
だ
。

　

地
域
住
民
の
多
く
は
、
観
光
産

業
に
携
わ
っ
て
い
る
。
熱
海
市
の

人
口
は
1
9
6
5
年
に
は
約
5
万

5
千
人
と
ピ
ー
ク
に
達
し
、
宿
泊

客
数
も
1
9
7
0
年
頃
よ
り
減
少

傾
向
を
見
せ
始
め
た
。

　

し
か
も
バ
ブ
ル
崩
壊
以
後
は
、

社
員
旅
行
な
ど
団
体
利
用
が
衰
退

し
、
そ
れ
ま
で
定
番
だ
っ
た
大
型

宿
泊
施
設
が
敬
遠
さ
れ
始
め
、
さ

ら
に
不
況
に
よ
り
別
荘
族
、
観
光

客
の
数
が
減
少
、
熱
海
の
観
光
産

業
は
斜
陽
と
な
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
住
民
の
高
齢
化
、
交
通

の
発
達
に
伴
う
周
辺
地
区
へ
の
人

口
流
出
な
ど
も
あ
り
、
地
域
住
民

の
人
口
も
1
9
9
9
年
に
は
4
万

4
千
人
を
割
る
ま
で
に
減
少
し
た
。

熱
海
の
普
遍
的
魅
力
と

新
た
な
可
能
性

　

2
0
0
2
年
以
降
の
観
光
客

数
は
、
全
盛
期
の
約
半
分
で
あ
る

8
0
0
万
人
を
割
り
込
ん
で
い
る

が
、
そ
れ
以
降
は
横
ば
い
を
保
つ
。

時
代
の
変
化
に
よ
る
打
撃
を
受
け

た
も
の
の
、
観
光
の
目
玉
で
あ
る

温
泉
を
は
じ
め
、
由
緒
あ
る
寺
社

の
数
々
、
別
荘
な
ど
の
歴
史
的
建

造
物
、
山
と
海
に
挟
ま
れ
た
自
然

環
境
、
首
都
圏
か
ら
の
好
ア
ク
セ

ス
な
ど
、
熱
海
の
普
遍
的
な
魅
力

は
一
定
数
の
観
光
客
に
変
わ
ら
ず

支
持
さ
れ
続
け
て
い
る
。

　

近
年
も
観
光
施
設
が
整
備
さ
れ

建
設
規
制
の
緩
和
に
よ
り
温
泉
付

き
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設

も
続
々
と
進
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
元
の
若
い
世
代
に
よ
る
N
P
O

団
体
が
、
次
世
代
の
熱
海
を
考
え

る
活
動
を
展
開
す
る
な
ど
、
こ
こ

へ
き
て
熱
海
の
可
能
性
を
新
た
な

視
点
か
ら
見
直
す
動
き
が
出
始
め

て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
歴
史
を

尊
重
し
つ
つ
、
定
住
者
に
と
っ
て

も
住
み
よ
く
、
観
光
面
で
の
魅
力

も
再
発
見
で
き
る
、
熱
海
な
ら
で

は
の
未
来
を
考
え
て
み
た
。

▲小津安二郎『東京物語』のワンシーン
1953年制作の日本映画。尾道から独立した子どもたちに会いに上京
してきた老夫婦が、上京中に熱海旅行に行くシーン。笠智衆演じる周
吉と東山千栄子が演じるとみが、熱海海岸の防波堤に並んで座っている。
監督：小津安二郎（1953年）写真提供：松竹株式会社

▲神奈川県湯河原市吉浜付近を走る豆相人車鉄道
1895年から 1923年まで走っていた人力鉄道。人車は
車丁が 2～ 3人で押して人力で動かす。上等（定員 4人）、
中等（定員 5人）、下等（定員 6人）に等級が分かれ、下等
の乗客は急坂では人車押しを手伝わされた。1898年頃
には、1日 14往復で熱海─小田原間を 3時間 50分で結
んでいた。運賃は、熱海－小田原間が下等で 50銭、中等
75銭、上等1円だった。
提供：国立国会図書館

◎大湯間歇泉の縁起
◎鎌倉報恩寺の住職、義堂周信が熱海で

湯熱を利用して陶器や塩が作られている
ことを漢詩で紹介する

◎徳川家康が 7日間熱海に逗留
御三家をはじめとする諸大名が「出世の
湯」として熱海詣に繰り出し始める

◎『熱海温泉図彙』発刊
◎日米和親条約による日本の開国をきっか

けに熱海が外国人にも保養地として知ら
れる

◎大隈重信が保養に訪れる。以降、熱海が
重要な会談の場となることがあった

◎汽船の運行を開始
◎日本最初の公衆電話が東京～熱海間に

設置される
◎人力で客車を押す豆相人車鉄道が登場
◎電灯が熱海ではじめて点灯される
◎尾崎紅葉の代表作『金色夜叉』によって

熱海の名は一躍全国に広まる
◎熱海─小田原間に伊豆軽便鉄道が開通
◎熱海線（現在のJR東海道本線）が開通
◎海岸から100ｍ沖合までの約20万㎡を

埋め立て。熱海の埋め立てのはじまり
◎熱海の中心部が大火災に見舞われ市街地

の4分の1が壊滅するも短期間で復興
◎国際観光文化都市指定を受ける
◎東海道新幹線 熱海駅が開業。海浜公園、

ロングビーチプール、駐車場を設置
◎熱海市の人口が5万4,540人となりピー
　クを迎える
◎ＭＯＡ美術館開館
◎延長 200ｍ、奥行き60ｍの砂浜「サン

ビーチ」が完成
◎観光客数が年間約1,400万人となりピー

クを迎える
◎社員旅行の衰退と大型宿泊施設を敬遠

するムードから斜陽化がはじまる
◎日韓首脳会議が熱海で開催される
◎観光客数が800万人を割り込み全盛期

の半分に。温泉を引いたリゾートマンショ
ンが増加し始める

◎熱海市長が財政危機宣言を発令
◎原油高騰に伴って自動車が敬遠され、首

都圏からの客足が戻りつつある
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急
斜
面
に
つ
く
ら
れ
た
街

　

静
岡
県
の
最
東
端
、
中
部
地

方
と
関
東
地
方
の
境
で
あ
る
伊

豆
半
島
の
付
け
根
に
位
置
す
る

熱
海
市
は
、
東
西
約
８
㎞
、
南

北
14
㎞
と
い
う
縦
長
の
形
状
。

富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
に
含

ま
れ
、
海
・
山
・
湖
な
ど
の
自

然
に
恵
ま
れ
た
地
域
だ
。

　

総
面
積
の
約
半
分
が
急
傾
斜

地
で
、
高
台
の
上
に
は
別
荘
や

住
宅
が
建
ち
並
び
、
鋭
角
の
坂

道
が
あ
ち
こ
ち
に
見
ら
れ
る
。

海
岸
線
が
す
ぐ
に
丘
と
な
る
地

形
が
ほ
と
ん
ど
で
、
市
街
地
は

海
岸
に
面
し
た
急
斜
面
に
張
り

付
く
よ
う
に
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

１
９
２
１
年
以
降
は
段
階
的

な
埋
め
立
て
に
よ
り
、
海
際
に

平
地
が
で
き
、
砂
浜
海
岸
な
ど

が
整
備
さ
れ
た
。

起
伏
の
多
い
地
形
が

魅
力
と
問
題
を
も
た
ら
す

　

海
と
山
に
挟
ま
れ
起
伏
の
あ

る
地
形
は
、
街
歩
き
に
は
魅
力

的
だ
。
細
い
路
地
、
曲
が
る
小

道
、
急
な
坂
を
上
っ
た
後
の
見

晴
ら
し
。
歩
を
進
め
る
た
び
に

次
々
と
風
景
が
変
わ
る
街
並
み

は
、
観
光
客
に
迷
路
の
中
を
歩

く
よ
う
な
楽
し
み
を
も
た
ら
す
。

だ
が
一
方
、
日
常
を
す
ご
す
地

域
住
民
に
、
負
の
要
素
と
し
て

も
働
く
。
特
に
周
辺
地
域
よ
り

も
高
齢
化
率
が
高
い
熱
海
で
は
、

斜
面
だ
ら
け
の
地
形
が
生
活
上

の
負
担
と
な
っ
て
し
ま
う
。
急

斜
面
の
魅
力
を
そ
の
ま
ま
に
、

高
齢
化
社
会
に
適
応
す
る
解
決

策
を
見
出
し
た
い
。

熱
海
へ
向
か
う

交
通
ア
ク
セ
ス
の
現
状

　

歩
行
者
と
し
て
の
視
点
に
続

き
、
熱
海
へ
の
主
要
交
通
で
あ

る
道
路
と
鉄
道
に
も
、
新
た
な

課
題
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

海
岸
沿
い
を
走
る
国
道

１
３
５
号
線
は
、
湯
河
原
か
ら

熱
海
を
通
過
し
伊
豆
へ
と
抜
け

て
い
く
。
近
年
は
熱
海
を
通
過

し
て
そ
の
先
へ
と
移
動
す
る
車

が
多
く
、
夏
季
や
休
日
は
、
中

心
地
で
の
渋
滞
が
恒
常
化
し
て

い
る
。
市
街
の
宿
泊
す
る
観
光

客
が
ビ
ー
チ
へ
出
る
際
に
も
、

交
通
量
の
多
い
道
路
を
渡
る
必

要
が
あ
る
。

　

鉄
道
に
関
し
て
も
、
東
海
道

新
幹
線
は
、
全
線
が
熱
海
駅
に

停
車
す
る
の
で
は
な
く「
ひ
か
り
」

と「
こ
だ
ま
」の
み
の
乗
り
入
れ
だ
。

熱
海
を
交
差
す
る
交
通
網
は
現

在
、
道
路
、
鉄
道
と
も
に
通
過

交
通
と
な
り
が
ち
で
あ
る
。人
々

が
よ
り
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ

う
な
、
誘
導
性
を
も
っ
た
提
案

は
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

ス
ー
パ
ー
コ
ン
パ
ク
ト

観
光
シ
テ
ィ
ー

　

熱
海
の
中
心
市
街
地
は
熱
海

駅
と
来
宮
駅
と
い
う
２
つ
の
駅

に
挟
ま
れ
る
よ
う
に
し
て
広
が

っ
て
い
る
。
徒
歩
15
〜
20
分
圏

内
に
ほ
と
ん
ど
の
主
要
な
観
光

要
素
が
つ
ま
っ
た
非
常
に
コ
ン

パ
ク
ト
な
観
光
都
市
と
言
え
る

だ
ろ
う
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
こ
の
規
模
自
体
も
熱
海
の
魅

力
の
ひ
と
つ
と
捉
え
て
い
る
。

　

特
有
の
地
形
、
時
代
の
変
化

に
よ
る
観
光
客
の
減
少
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
あ
る
一
方
、

熱
海
に
は
歩
い
て
回
れ
る
狭
い

エ
リ
ア
に
豊
富
な
観
光
資
源
が

凝
縮
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
他

の
街
に
は
な
い
大
き
な
魅
力
が

あ
り
、
そ
れ
ら
を
さ
ら
に
発
掘

で
き
そ
う
だ
。
問
題
を
解
決
す
る

と
同
時
に
、
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活

か
し
た
未
来
の
熱
海
を
描
き
た
い
。

　

次
ペ
ー
ジ
か
ら
、
建
築
家
の

今
村
創
平
氏
と
松
田
達
氏
に
よ

る
熱
海
の
未
来
を
提
案
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
フ
ラ
ッ
ク
ス
タ

ウ
ン
・
熱
海
」
の
概
要
を
発
表

す
る
。
人
や
モ
ノ
、
土
地
の
つ

な
が
り
と
い
っ
た
「
フ
ラ
ッ
ク

ス
」
を
再
構
築
し
た
街
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

1：JR熱海駅
駅前のロータリーには熱海の主要交通を担
うタクシーがずらりと並ぶ。

２：熱海仲見世名店街
駅前ロータリーからは数本の商店街が延び
る。まさに熱海の街の玄関口だ。

3：熱海七湯・風呂の湯
街のいたるところに源泉の碑があり、なか
には温泉がわき出ているところも。塩化物
温泉と硫酸塩温泉が約９割を占める熱海の
温泉は、１日の総湧出量約2万6千 t。透
明の温泉で、塩分が皮膚を覆い保温効果に
優れることから、神経痛、冷え性などに適
しているとされる。

4：ときわぎ
創業して九十余年、熱海の銀座通りにある
和菓子の老舗「ときわぎ」。熱海にゆかり
のある文人たちにも愛されてきた名店。こ
のような歴史のある建物は、別荘をはじめ
として街中に散在し、それらが重要な観光
資源となっている。

5：サンビーチ
夏には、連日多くの海水浴客で賑わう。
1921 年から段階的に海岸の埋め立てを
行っており、写真の砂浜は 1988年に完
成した人工海岸。同時期にお宮の松広場な
ど付近の観光施設整備が行われた。さらに
1991年には海岸線を整備。親水公園など
が建設され、地中海風のデザインで統一さ
れた。

6：熱海港
熱海湾からは遊覧船のほか、離島への船も
運航されている。初島へは船で約 30 分、
東京都の大島へは時速 80kmの高速船で
45分で行くことができる。

7：アタミロープウェイ
乗り場から愛錠岬のある八幡山駅まで、高
低差96ｍ、距離286ｍを約３分で登る
アタミロープウェイは、1958年から運行
されている。ゴンドラは全面ガラス張りで
山頂駅にある展望台からは、相模湾から真
鶴半島、初島、網代を見渡す絶景が楽しめる。

8. MOA美術館
熱海駅の背後の山の手に立ち、広大な敷地
を備える美術館。国宝の「紅梅図屏風」（尾
形光琳）「色絵藤花文茶壷」（野々村仁清）「翰
墨城」のほか、日本画や陶磁器など東洋美
術の名品を揃える。

9. 熱海梅園
1886 年に開園した 4万 4,000m2 の広
さを誇る梅の名所。樹齢百年を超える梅の
古木を含めて400本以上の梅の木がある。
日本一早咲きの梅に始まり、桜、新緑、紅
葉と四季を通じて楽しめるほか、庭園内に
は中山晋平記念館、韓国庭園もある。

10. お宮の松
『金色夜叉』に出てくる貫一とお宮の別れ
の場として有名に。今は二代目「お宮の松」
と「貫一・お宮の像」がある。

11. 起雲閣
1919年に明治の実業家である内田信也の
別荘として建設された。その後旅館となり、
文豪や著名人が多数滞在した。現在熱海市
の所有で一般に公開されている。

12. 陽和洞
明治期の実業家である岩崎小彌太の別邸。
現在は非公開。

熱 海 み ど こ ろ ス ポ ッ ト

2

3

4

5

11

10

9

8

7

6

1

1

2
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4

5

6

7

8
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11

観
光
地
と
し
て
の
栄
華
を
誇
っ
た
熱
海
だ
が
、
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
は
多
角
的
だ
。
交
通
イ
ン
フ
ラ
や
地
形
と
い
っ
た

熱
海
特
有
の
問
題
に
加
え
、
観
光
の
多
様
化
に
伴
う
時
代
の
ズ
レ
、
高
齢
化
社
会
な
ど
他
の
都
市
で
も
共
通
し
た
も
の
も
あ
る
。

ま
ず
は
熱
海
の
現
状
を
整
理
し
、
フ
ラ
ッ
ク
ス
タ
ウ
ン
の
具
体
的
な
提
案
の
た
め
の
準
備
を
し
て
み
よ
う
。

急
斜
面
と
通
過
交
通
、
差
し
迫
る
高
齢
化
社
会

地
形
と
交
通
機
関
、
そ
の
問
題
点
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て
い
く
。
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中
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滞
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光
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葉と四季を通じて楽しめるほか、庭園内に
は中山晋平記念館、韓国庭園もある。

10. お宮の松
『金色夜叉』に出てくる貫一とお宮の別れ
の場として有名に。今は二代目「お宮の松」
と「貫一・お宮の像」がある。

11. 起雲閣
1919年に明治の実業家である内田信也の
別荘として建設された。その後旅館となり、
文豪や著名人が多数滞在した。現在熱海市
の所有で一般に公開されている。

12. 陽和洞
明治期の実業家である岩崎小彌太の別邸。
現在は非公開。

熱 海 み ど こ ろ ス ポ ッ ト
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計
画
の
概
要

　

東
京
か
ら
近
く
歴
史
あ
る
保
養

地
と
し
て
の
熱
海
の
価
値
を
活
か

し
つ
つ
、
別
荘
族
、
地
域
住
民
、

観
光
客
の
三
者
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
街
と
す
る
こ
と
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ど
の
地

方
都
市
で
も
行
わ
れ
る
よ
う
な
無

表
情
な
再
開
発
と
は
一
線
を
画
し
、

あ
く
ま
で
熱
海
な
ら
で
は
の
コ
ン

パ
ク
ト
で
立
体
的
な
構
想
と
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
対
象
エ
リ
ア
を

小
規
模
に
集
中
す
る
こ
と
で
、
数

あ
る
温
泉
街
の
ひ
と
つ
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
を
超
え
、
観
光
と
生
活
両

面
で
の
熱
海
の
独
自
性
を
よ
り
活

か
せ
る
も
の
と
し
た
。

　

そ
し
て
、
個
人
商
店
が
軒
を
連

ね
る
街
の
活
気
や
、
自
然
に
恵
ま

れ
た
地
形
に
よ
る
熱
海
の
魅
力
は

残
し
、
個
人
が
自
由
に
移
動
で
き

る
安
全
な
街
を
目
指
し
た
。

新
し
い「
流
れ
」が
活
力
を
与
え
る

　

山
と
海
に
囲
ま
れ
た
熱
海
で
は

交
通
手
段
の
開
拓
は
困
難
を
極
め
、

そ
れ
ゆ
え
に
多
様
な
交
通
シ
ス
テ

ム
が
検
討
さ
れ
て
き
た
。

　

熱
海
の
魅
力
を
最
大
限
に
引
き

出
す
移
動
手
段
と
は
何
か
。

　

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
、
私
た

ち
が
ま
だ
見
た
こ
と
の
な
い
乗
り

物
が
登
場
す
る
。
そ
れ
が
「
Ｓ
Ｖ

＝Sharing V
ehicle

（
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
・
ビ
ー
ク
ル
。
以
下
Ｓ
Ｖ
）」
だ
。

　
「Sharing

」
の
名
前
の
と
お
り
、

熱
海
の
公
共
交
通
と
し
て
陸
上
、

海
上
、
空
中
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
運

行
し
、
散
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
観

光
ポ
イ
ン
ト
を
繋
ぐ
小
さ
な
乗
り

物
で
あ
る
。
こ
れ
が
熱
海
で
の
移

動
を
楽
し
く
、自
由
に
し
て
く
れ
る
。

　

ま
る
で
S
F
小
説
に
出
て
く
る

乗
り
物
に
思
え
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
実
現
す
る
技
術
は
2
0
0
9

年
現
在
、
す
で
に
海
外
で
は
実
用

化
さ
れ
て
い
る
。
決
し
て
絵
空
事

で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
・
ヒ
ー
ス

ロ
ー
空
港
な
ど
現
在
あ
る
海
外
の

事
例
や
、
Ｓ
Ｖ
の
仕
様
に
つ
い
て

は
、
12
～
13
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

欲
し
い
。

　

現
状
の
熱
海
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
Ｓ
Ｖ
は
、

熱
海
が
持
つ
乗
り
物
の
歴
史
に
新

た
な
時
代
を
拓
く
の
だ
。

熱
海
の
す
べ
て
を
シ
ー
ム
レ
ス

に
移
動
す
る
“
Ｓ
Ｖ
”

　
Ｓ
Ｖ
の
移
動
方
法
は
５
通
り
あ
る
。

軌
道
上
を
走
る
無
人
タ
ク
シ
ー
で

あ
る
「
Ｐ
Ｒ
Ｔ
（Personal Rapid 

T
ransit

）モ
ー
ド
」、
自
動
車
と
し

て
自
由
に
移
動
す
る
「
自
動
車
モ

ー
ド
」、
熱
海
を
取
り
囲
む
山
頂
の

う
ち
５
カ
所
を
空
中
で
繋
い
だ「
ロ

ー
プ
ウ
エ
イ
モ
ー
ド
」、
熱
海
湾
内

を
移
動
す
る
「
海
上
移
動
モ
ー
ド
」、

そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
モ
ー
ド
を
つ

な
ぐ
「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
モ
ー
ド
」
だ
。

利
用
者
は
わ
ざ
わ
ざ
乗
り
換
え
る

こ
と
な
く
、
陸
・
海
・
空
を
シ
ー

ム
レ
ス
に
移
動
で
き
る
。

　

海
岸
と
市
街
地
を
分
断
す
る
存

在
と
な
っ
て
い
た
国
道
1
3
5
号

線
は
地
中
化
し
、
地
上
は
Ｓ
Ｖ
と

歩
行
者
の
た
め
に
開
放
す
る
。

　

Ｓ
Ｖ
は
す
べ
て
中
央
セ
ン
タ
ー

で
一
括
管
理
さ
れ
、
セ
ン
タ
ー
か

ら
の
指
示
に
よ
り
自
動
運
行
し
、

街
中
を
常
に
一
定
の
ス
ピ
ー
ド
で

動
き
回
る
。
自
動
車
モ
ー
ド
以
外

で
は
、
自
分
で
運
転
す
る
必
要
は

な
い
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
情
報
に
基
い
て

配
車
状
況
を
自
動
で
調
整
す
る
の

で
、
渋
滞
が
生
じ
る
こ
と
も
、
衝

突
し
て
事
故
が
起
き
る
こ
と
も
な

い
。
ひ
と
た
び
乗
っ
て
し
ま
え
ば
、

あ
と
は
行
き
先
を
入
力
す
る
だ
け
。

目
的
地
に
到
着
し
た
ら
、
そ
の
ま

ま
乗
り
捨
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

空
き
車
両
と
な
っ
た
Ｓ
Ｖ
は
、
次

の
ニ
ー
ズ
の
あ
る
場
所
へ
と
自
動

的
に
向
か
っ
て
行
く
。
人
々
は
Ｓ

Ｖ
を
街
中
で
気
軽
に
拾
え
る
だ
け

で
な
く
、
携
帯
電
話
で
空
き
車
両

の
位
置
を
確
認
し
た
り
、
呼
び
出

す
こ
と
も
で
き
る
。

　

Ｓ
Ｖ
に
よ
り
、
個
人
単
位
で
自

由
に
移
動
で
き
る
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ト
ラ
ン
ジ
ッ

ト
」
の
世
界
が
実
現
で
き
る
。

メインストリート上を PRT で移動する
愛くるしい形 の SVは熱海のキャラクター的存在だ。メインストリートでは
SV が上部を 通過する光景が見られる。眼下には商店街の賑わいが。
地上はできる かぎり歩行者に開放し、高齢者にもやさしい街へと生まれ変わる。

街の路地を自動車で移動する
SVは観光用 だけではなく、地域住民の足として日々の暮らしにも溶け込んで
いる。住民たち は、SVを個人的に購入するほか、地域で共有する。また、街の空き
地にSVを製 造、整備する施設を設置。インフラを整備するだけではなく、
この乗り物を 中心とした地産地消の産業をつくり街の活性化をねらう。

2020年を見据えた「フラックスタウン・熱海」は、現状の熱海 の特徴を生かした新時代の都市計画だ。
メインの交通は陸海空をシームレスに移動できる「シェアリング・ビークル」。
斜面と海に囲まれた熱海で、高齢者から観光客まで様々なニーズ に応えられる、コンパクトでフレンドリーな乗り物だ。

 立体的な交通システムで陸海空の移動をスムーズに！ テラス付き屋外エレベーター
海岸沿いは急斜面を持つ山肌を切り開くように
急な角度の階段が海岸まで伸びている。階段の
代わりにフラットな歩道とその先にエレベータ
ーを設置。上部のエレベーター乗車レベルは展
望台となる。また透明なエレベーターからも海
岸への眺望を楽しむことができる。

水上トラベーター
熱海の街には、東西方向に数本の川が西の山側
から東の海側へとなだらかに流れている。今回
はそのひとつの川の上に、透明な動く歩道を設
置。山側の街路は狭く、歩道が十分に設けられ
ていないなかで、この川の上の動く歩道は主要
な歩行者専用道路として機能する。

4

3

2

5

S
V
の
あ
る
熱
海
の
暮
ら
し

　

観
光
客
を
迎
え
る
熱
海
駅
前
。

駅
ロ
ー
タ
リ
ー
の
横
に
、
Ｓ
Ｖ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
作
ら
れ
る
。
待
ち

合
わ
せ
場
所
も
兼
ね
た
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
は
、
温
泉
に
よ
る
足
湯
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
ほ
っ
と
一
息

つ
い
た
ら
、
い
よ
い
よ
Ｓ
Ｖ
に
乗

り
込
む
。
陸
、
海
そ
し
て
空
。
熱

海
の
街
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
を
常
に

一
定
の
ス
ピ
ー
ド
で
、
一
定
の
台

数
が
走
り
続
け
て
い
る
Ｓ
Ｖ
に
は
、

待
ち
時
間
も
時
刻
表
も
な
い
。
Ｓ

Ｖ
に
乗
車
し
た
ら
、
行
き
先
を
入

力
。
あ
と
は
細
か
く
張
り
巡
ら
さ

れ
た
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
自
動
的
に

目
的
地
へ
と
進
行
し
て
く
れ
る
。

　

Ｓ
Ｖ
の
内
部
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
も
兼
ね
、
観
光

客
は
車
内
で
観
光
ガ
イ
ド
な
ど
必

要
な
情
報
を
引
き
出
せ
る
。
乗
り

物
と
し
て
だ
け
で
な
く
メ
デ
ィ
ア

の
機
能
も
持
つ
Ｓ
Ｖ
は
、
外
か
ら

見
た
場
合
、
前
面
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ス
ク

リ
ー
ン
と
な
り
、
広
告
な
ど
の
情

報
を
映
し
出
す
。
乗
っ
て
い
る
と

き
だ
け
恩
恵
を
受
け
る
も
の
で
は

な
く
、
外
か
ら
見
た
と
き
に
は
別

の
役
割
と
し
て
機
能
す
る
。

　

時
に
は
Ｓ
Ｖ
か
ら
降
り
て
、
熱

海
の
街
を
自
由
に
歩
く
の
も
い
い

だ
ろ
う
。
Ｓ
Ｖ
は
そ
の
場
で
乗
り

捨
て
れ
ば
、
自
動
で
最
適
な
S
V

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
戻
っ
て
い
く
。

　

水
上
ト
ラ
ベ
ー
タ
ー
で
川
の
せ

せ
ら
ぎ
を
眼
下
に
し
な
が
ら
そ
ぞ

ろ
歩
き
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
Ｓ
Ｖ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
戻
り
、
再
び
Ｓ

Ｖ
に
乗
り
込
む
。
駅
か
ら
市
街
へ

と
進
む
と
、
海
辺
が
見
え
て
く
る
。

こ
こ
で
テ
ラ
ス
付
き
屋
外
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
ル
ー

ト
へ
乗
り
、
熱
海
を
上
空
か
ら
見

渡
し
て
み
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
ま
ま
「
海
上
移
動
ル

ー
ト
」
に
乗
り
入
れ
て
海
上
散
歩

へ
と
繰
り
出
す
こ
と
も
で
き
る
。

　

海
か
ら
見
渡
す
熱
海
市
街
の
景

色
や
、
沖
に
浮
か
ぶ
初
島
を
楽
し

ん
で
い
る
と
、
夜
の
帳
が
下
り
て

く
る
。
海
上
散
歩
の
後
は
、
淡
く

発
光
す
る
海
上
の
ス
パ
イ
ラ
ル
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
タ
ワ
ー
を
伝
っ
て
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
ル
ー
ト
に
戻
っ
て

み
る
。
Ｓ
Ｖ
の
中
か
ら
は
熱
海
の

花
火
が
、
外
か
ら
は
ガ
ラ
ス
玉
の

よ
う
に
発
光
す
る
Ｓ
Ｖ
が
空
中
を

行
き
来
す
る
光
景
が
楽
し
め
る
は

ず
だ
。

新
し
い
環
境
配
慮
型
の
移
動
装
置

　

Ｓ
Ｖ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
も

配
慮
す
る
。
基
本
的
な
動
力
は
空

気
と
電
気
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

で
、
高
所
か
ら
の
移
動
時
に
は
位

置
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
。
ま

た
温
泉
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
熱

交
換
器
を
利
用
し
て
車
内
の
暖
房

な
ど
に
活
用
す
る
。
地
形
に
よ
る

高
低
差
や
温
泉
の
熱
な
ど
、
熱
海

だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
「
ご
当
地

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
有
効
利
用
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
環
境
問
題
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
る
将
来
に
お
い
て

注
目
さ
れ
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
地
震
な
ど
の
災
害
時
後

に
は
、
避
難
者
の
た
め
の
簡
易
シ

ェ
ル
タ
ー
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

も
想
定
す
る
。
5
人
乗
り
の
Ｓ
Ｖ

を
5
0
0
台
運
行
す
る
試
算
で
は
、

2
5
0
0
人
を
収
容
で
き
る
こ
と

に
な
る
。
さ
ら
に
、
地
割
れ
な
ど

で
陸
地
の
イ
ン
フ
ラ
に
甚
大
な
被

害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
Ｓ
Ｖ
を

海
上
輸
送
に
利
用
す
る
な
ど
、
そ

の
用
途
は
多
様
で
あ
る
。

Ｓ
Ｖ
が
も
た
ら
す

熱
海
の
未
来
図

　

利
用
者
の
求
め
に
柔
軟
に
対
応

す
る
Ｓ
Ｖ
は
、
住
民
に
と
っ
て
日

常
生
活
の
足
で
あ
り
、
ま
た
メ
デ
ィ

ア
で
も
あ
る
。
観
光
客
に
と
っ
て
も
、

Ｓ
Ｖ
そ
の
も
の
が
観
光
要
素
と
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
人
そ
れ

ぞ
れ
の
移
動
支
援
す
る
Ｓ
Ｖ
は
、
人

の
可
能
性
、
街
の
可
能
性
を
呼
び

起
こ
す
存
在
と
な
る
だ
ろ
う
。

1

SVステーション
観光や生活における拠点となるポイントごとに、SVへ
乗り降りするステーションを設置。ステーションには足湯
が設けられ、待ち合わせ場所や休憩場所としても機能する。

ロープウェイで移動する
既存ロープウェイのルートを使い、山を上り下りするSV。夏の間、定期的に
開催される花火大会も街中を走るSVから楽しむことができる。

船として海上を走る
SVは海の上をも走る。既存の波止場がステーションとして機能し、人 々 は
ここでも乗り降りをすることができる。水中に軌道がつくられるので は な く、
全てGPSやビーコンを利用したコンピューター制御により誘導され る。
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メインスト
愛くるしい形
SV が上部を
地上はできる

街の路地を
SVは観光用
いる。住民たち
地にSVを製
この乗り物を

の特徴を生かした新時代の都市計画だ。
ビークル」。
に応えられる、コンパクトでフレンドリーな乗り物だ。

陸海空の移動をスムーズに！ テラス付き屋外エレベーター
海岸沿いは急斜面を持つ山肌を切り開くように
急な角度の階段が海岸まで伸びている。階段の
代わりにフラットな歩道とその先にエレベータ
ーを設置。上部のエレベーター乗車レベルは展
望台となる。また透明なエレベーターからも海
岸への眺望を楽しむことができる。

4

1



2020年を見据えた「フラックスタウン・熱海」は、現状の熱海
メインの交通は陸海空をシームレスに移動できる「シェアリング・
斜面と海に囲まれた熱海で、高齢者から観光客まで様々なニーズ

 立体的な交通システムで

3

2

5

定期的に

人 々 は
は な く、
る。
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S
V
の
あ
る
熱
海
の
暮
ら
し

　

観
光
客
を
迎
え
る
熱
海
駅
前
。

駅
ロ
ー
タ
リ
ー
の
横
に
、
Ｓ
Ｖ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
が
作
ら
れ
る
。
待
ち

合
わ
せ
場
所
も
兼
ね
た
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
は
、
温
泉
に
よ
る
足
湯
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
ほ
っ
と
一
息

つ
い
た
ら
、
い
よ
い
よ
Ｓ
Ｖ
に
乗

り
込
む
。
陸
、
海
そ
し
て
空
。
熱

海
の
街
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
を
常
に

一
定
の
ス
ピ
ー
ド
で
、
一
定
の
台

数
が
走
り
続
け
て
い
る
Ｓ
Ｖ
に
は
、

待
ち
時
間
も
時
刻
表
も
な
い
。
Ｓ

Ｖ
に
乗
車
し
た
ら
、
行
き
先
を
入

力
。
あ
と
は
細
か
く
張
り
巡
ら
さ

れ
た
ル
ー
ト
に
沿
っ
て
自
動
的
に

目
的
地
へ
と
進
行
し
て
く
れ
る
。

　

Ｓ
Ｖ
の
内
部
は
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
も
兼
ね
、
観
光

客
は
車
内
で
観
光
ガ
イ
ド
な
ど
必

要
な
情
報
を
引
き
出
せ
る
。
乗
り

物
と
し
て
だ
け
で
な
く
メ
デ
ィ
ア

の
機
能
も
持
つ
Ｓ
Ｖ
は
、
外
か
ら

見
た
場
合
、
前
面
が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ス
ク

リ
ー
ン
と
な
り
、
広
告
な
ど
の
情

報
を
映
し
出
す
。
乗
っ
て
い
る
と

き
だ
け
恩
恵
を
受
け
る
も
の
で
は

な
く
、
外
か
ら
見
た
と
き
に
は
別

の
役
割
と
し
て
機
能
す
る
。

　

時
に
は
Ｓ
Ｖ
か
ら
降
り
て
、
熱

海
の
街
を
自
由
に
歩
く
の
も
い
い

だ
ろ
う
。
Ｓ
Ｖ
は
そ
の
場
で
乗
り

捨
て
れ
ば
、
自
動
で
最
適
な
S
V

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
戻
っ
て
い
く
。

　

水
上
ト
ラ
ベ
ー
タ
ー
で
川
の
せ

せ
ら
ぎ
を
眼
下
に
し
な
が
ら
そ
ぞ

ろ
歩
き
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
Ｓ
Ｖ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
戻
り
、
再
び
Ｓ

Ｖ
に
乗
り
込
む
。
駅
か
ら
市
街
へ

と
進
む
と
、
海
辺
が
見
え
て
く
る
。

こ
こ
で
テ
ラ
ス
付
き
屋
外
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
か
ら
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
ル
ー

ト
へ
乗
り
、
熱
海
を
上
空
か
ら
見

渡
し
て
み
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
ま
ま
「
海
上
移
動
ル

ー
ト
」
に
乗
り
入
れ
て
海
上
散
歩

へ
と
繰
り
出
す
こ
と
も
で
き
る
。

　

海
か
ら
見
渡
す
熱
海
市
街
の
景

色
や
、
沖
に
浮
か
ぶ
初
島
を
楽
し

ん
で
い
る
と
、
夜
の
帳
が
下
り
て

く
る
。
海
上
散
歩
の
後
は
、
淡
く

発
光
す
る
海
上
の
ス
パ
イ
ラ
ル
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
タ
ワ
ー
を
伝
っ
て
、

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
ル
ー
ト
に
戻
っ
て

み
る
。
Ｓ
Ｖ
の
中
か
ら
は
熱
海
の

花
火
が
、
外
か
ら
は
ガ
ラ
ス
玉
の

よ
う
に
発
光
す
る
Ｓ
Ｖ
が
空
中
を

行
き
来
す
る
光
景
が
楽
し
め
る
は

ず
だ
。

新
し
い
環
境
配
慮
型
の
移
動
装
置

　

Ｓ
Ｖ
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
も

配
慮
す
る
。
基
本
的
な
動
力
は
空

気
と
電
気
に
よ
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

で
、
高
所
か
ら
の
移
動
時
に
は
位

置
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
。
ま

た
温
泉
の
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
熱

交
換
器
を
利
用
し
て
車
内
の
暖
房

な
ど
に
活
用
す
る
。
地
形
に
よ
る

高
低
差
や
温
泉
の
熱
な
ど
、
熱
海

だ
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
「
ご
当
地

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
を
有
効
利
用
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
環
境
問
題
が
ま
す

ま
す
重
要
に
な
る
将
来
に
お
い
て

注
目
さ
れ
る
も
の
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、
地
震
な
ど
の
災
害
時
後

に
は
、
避
難
者
の
た
め
の
簡
易
シ

ェ
ル
タ
ー
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

も
想
定
す
る
。
5
人
乗
り
の
Ｓ
Ｖ

を
5
0
0
台
運
行
す
る
試
算
で
は
、

2
5
0
0
人
を
収
容
で
き
る
こ
と

に
な
る
。
さ
ら
に
、
地
割
れ
な
ど

で
陸
地
の
イ
ン
フ
ラ
に
甚
大
な
被

害
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
Ｓ
Ｖ
を

海
上
輸
送
に
利
用
す
る
な
ど
、
そ

の
用
途
は
多
様
で
あ
る
。

Ｓ
Ｖ
が
も
た
ら
す

熱
海
の
未
来
図

　

利
用
者
の
求
め
に
柔
軟
に
対
応

す
る
Ｓ
Ｖ
は
、
住
民
に
と
っ
て
日

常
生
活
の
足
で
あ
り
、
ま
た
メ
デ
ィ

ア
で
も
あ
る
。
観
光
客
に
と
っ
て
も
、

Ｓ
Ｖ
そ
の
も
の
が
観
光
要
素
と
な

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
人
そ
れ

ぞ
れ
の
移
動
支
援
す
る
Ｓ
Ｖ
は
、
人

の
可
能
性
、
街
の
可
能
性
を
呼
び

起
こ
す
存
在
と
な
る
だ
ろ
う
。

SVステーション
観光や生活における拠点となるポイントごとに、SVへ
乗り降りするステーションを設置。ステーションには足湯
が設けられ、待ち合わせ場所や休憩場所としても機能する。

ロープウェイで移動する
既存ロープウェイのルートを使い、山を上り下りするSV。夏の間、定
開催される花火大会も街中を走るSVから楽しむことができる。

船として海上を走る
SVは海の上をも走る。既存の波止場がステーションとして機能し、人
ここでも乗り降りをすることができる。水中に軌道がつくられるので は
全てGPSやビーコンを利用したコンピューター制御により誘導され る
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最
初
に
紹
介
す
る
の
は
、
ア

ド
バ
ン
ス
ト
・
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー

ト
・
シ
ス
テ
ム
ズ
社
の
「
ウ
ル

ト
ラ
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ポ
ッ
ド
」。

バ
ッ
テ
リ
ー
駆
動
の
乗
り
物
で
、

専
用
レ
ー
ン
を
使
っ
て
駅
か
ら

駅
へ
と
走
る
。
目
的
地
を
設
定

す
れ
ば
あ
と
は
自
動
走
行
。
４

人
ま
で
乗
車
が
可
能
で
、
最
高

速
度
は
時
速
40
㎞
に
も
な
る
。

　

実
は
こ
の
乗
り
物
、
す
で
に

ロ
ン
ド
ン
・
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港

に
整
備
済
み
で
、
業
務
用
の
駐

車
場
と
第
5
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
走

る
べ
く
最
終
試
験
中
と
の
こ
と
。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
に
よ

る
と
、
平
均
待
ち
時
間
は
10
秒
、

乗
客
の
95
％
は
1
分
以
内
に
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
と
い
う

か
ら
驚
き
だ
。
今
後
は
さ
ら
に

ホ
テ
ル
や
駅
と
接
続
し
、
空
港

バ
ス
を
す
べ
て
置
き
換
え
る
予

定
に
な
っ
て
い
る
。

　

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
南
東
部
に
位
置
す
る
都

市
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
に
あ
る
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
「
ル
・
テ
レ
フ
ェ
リ

ッ
ク
・
ド
ゥ
・
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
・

バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
」。
1
9
3
4
年

の
開
業
以
来
、
1
2
0
0
万
人

以
上
の
旅
行
者
に
使
わ
れ
、
今

や
街
の
観
光
資
源
と
し
て
、
な

未
来
の
乗
り
物
が

都
市
の
楽
し
み
方
と
生
活
を
変
え
る

▲ウルトラ・パーソナル・ポッド (イギリス・ヒースロー）
　©Advanced Transport Systems Ltd.

熱
海
の
街
路
に
な
じ
む

コ
ン
パ
ク
ト
な
ボ
デ
ィ

　

全
長
4
3
5
0
mm
、
全
幅

1
9
0
0
mm
、
全
高
1
6
5
0
mm
。

　

Ｓ
Ｖ
の
サ
イ
ズ
は
軽
自
動
車
よ

り
一
回
り
大
き
い
と
い
っ
た
と
こ

ろ
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
街
路
に

溶
け
込
む
卵
形
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

熱
海
の
街
に
な
じ
み
、
大
き
さ
を

感
じ
さ
せ
な
い
。

　

動
力
源
は
、
短
距
離
で
は
圧
搾

空
気
を
、
長
距
離
で
は
電
気
を
利

用
す
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
と
し
、
自

動
車
モ
ー
ド
以
外
で
は
、
す
べ
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
中
央
制

御
と
な
る
。
Ｓ
Ｖ
に
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と

同
期
し
た
セ
ン
サ
ー
が
つ
い
て
お

り
、
渋
滞
さ
せ
な
い
運
行
は
も
ち

ろ
ん
、
Ｓ
Ｖ
同
士
が
衝
突
し
な
い

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。

　

Ｓ
Ｖ
は
地
域
住
民
、
別
荘
族
、

観
光
客
の
３
種
類
の
熱
海
の
住
民

に
対
し
て
、「
販
売
」、「
共
有
」、「
各

回
使
用
」
と
い
う
3
つ
の
方
法
で

詳
細
に
価
格
を
設
定
す
る
。
対
象

に
応
じ
た
価
格
設
定
に
よ
り
、
熱

海
市
民
に
対
し
て
は
特
別
価
格
を

設
定
し
て
熱
海
へ
の
移
住
を
促
し
、

別
荘
族
に
対
し
て
は
販
売
や
年
間

契
約
な
ど
の
ビ
ー
ク
ル
・
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
を
促
す
。
ま
た
、
観

光
客
に
対
し
て
は
タ
ク
シ
ー
に

頼
る
こ
と
な
く
自
由
に
熱
海
を

動
き
回
れ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
。
こ
れ
ま
で
に
な
い
脱
開

発
型
観
光
計
画
を
未
来
型
Ｓ
Ｖ

が
創
り
出
す
。

基
本
性
能

■
寸
法
・
重
量

定
員
：
5
名

サ
イ
ズ（
㎜
）

4
3
5
0
×
1
9
0
0
×
1
6
5
0

積
載
荷
重
：
7
5
0
㎏

■
動
力

動
力
：
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド（
電
気
お
よ
び
空
気
）

動
力
源
：
薄
型
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
、
圧
搾
空
気

標
準
充
電
時
間
：
9
h（
家
庭
用
1
1
0
V
）、

 
 

4.
5
h（
2
2
0
V
）

最
大
出
力
：
2
5
0
kw

■
そ
の
他

主
要
材
質
：
C
R
P（
カ
ー
ボ
ン
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
）

シ
ー
ト
：
5
席（
回
転
移
動
方
式
）

ド
ア
：
2
枚（
バ
ー
テ
ィ
カ
ル
・
ド
ア
）

照
明
：
L
E
D
照
明

未
来
的
な
乗
り
物
、
Ｓ
Ｖ
が
街
を
駆
け
抜
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
既
存
の
熱
海
の

旧
市
街
地
を
無
理
に
再
開
発
す
る
こ
と
な
く
、
未
来
と
過
去
が
同
居
し
た
街
と
し
て

熱
海
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。こ
の
Ｓ
Ｖ
と
は
、
ど
の
よ
う
な
性
能
を
持
ち
、

ど
の
よ
う
に
熱
海
の
地
で
利
用
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
詳
細
に
迫
る
。

S
haring V

ehicle

の
性
能
と
は
？

5
通
り
の
モ
ー
ド
で
走
る
未
来
の
乗
り
物

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
主
役
と
な
っ
た
未
来
の
乗
り
物
。

こ
ん
な
夢
の
よ
う
な
乗
り
物
は
、
本
当
に
実
現
す
る
の

!?　
そ
う
思
う

方
も
多
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
実
は
も
う
世
界
で
は
使
わ
れ
始
め
て

い
る
。
そ
の
実
例
を
少
し
覗
い
て
み
よ
う
。

S
V
仕
様

▲ル ･テレフェリック（フランス・グルノーブル）▲ Aquada（イギリス）
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市来 広一郎 ICHIKI Koichiro
NPO atamista
代表
熱海温泉玉手箱（オンたま）実行委員会　
実行委員長

R E V I E W

熱海を共に盛り上げてくれる層を形成したい
　熱海の魅力は、豊富な湯量を誇る温泉や夏涼しく冬暖かい気候といった
土地そのものが持つものだけではありません。様々な個性をもつ個人商店
が集まった昔ながらの商店街や、明治の名建築が数多く残る別荘などは、
観光客のみならず、別荘族や地域住民にとっても、興味を持ってもらえる
ものだと思います。
　僕が代表を務める NPO「atamista」では、「熱海温泉玉手箱」として、
熱海の魅力を数多くの人に体験してもらうための体験型地域交流プログラ
ムを提供しています。たとえば、そのひとつに「熱海の老舗和菓子スィー
ツウォーク」があります。文化人が愛した和菓子や温泉まんじゅう発祥の
店などを、講習を受けた地元住民の方によるガイドさんとともに巡るので
す。地域住民は、自分たちが住む街の魅力を再発見でき、別荘族には次の
来訪時の楽しみができ、観光客は花火や温泉といったありきたりの熱海以
外の魅力を知ることができます。
　こうして熱海の魅力を地域住民と別荘族、観光客で分かち合うことで、
それぞれの立場から熱海を盛り上げるためのサポーターになって欲しい。
そして、活動を通じて生まれた熱海のサポーターとともに、熱海の新しい
コンテンツをつくり出せればいいと考えています。

歩行者優先の街づくりにより開けるもの
　戦後から昭和 30 年代にかけての熱海の魅力は、温泉街の情緒というよ
りはむしろ当時としては珍しい鉄筋コンクリートの建造物が軒を連ねる近
代的な街並みにありました。昭和 30 年代から 40 年代にかけては、モノ
レールの構想があったこともあるなど、その頃の熱海は、少し先の未来を
感じさせる街だったのです。このプロジェクトが示す少し先の熱海の未来
からは、その当時と同じワクワクする雰囲気を感じました。
　今、熱海では、海からの交通をどう開拓するかという点が課題になって
います。国道 135 号線と坂道により分断された海と、熱海駅そして市街
地をどのように結びつけるか。今回の提案では、SV がシームレスな交通
の魅力と可能性を見せてくれたと思います。熱海の街を海から見た景色は
ぜひ多くの人に見ていただきたいですし、ロープウェイで空から市街地を
見下ろした様子は、想像するだけで楽しくなってきます。また、PRT の軌
道を街路の上に配置したり、国道 135 号線を地中化したりするなど、人
の歩行や生活空間に対する配慮をとてもうれしく感じました。
　しかし、利便性を考える一方で、生活や自然環境に対しての配慮が課題
となります。夜間にSVが空を多数行き来すると、あたりが明るくなりす
ぎてしまい、花火やビーチから望む初島などがよく見えなくなる恐れがあ
ります。山の斜面に沿ったルートにするなど、町の中心部を迂回したほう
がよいかもしれません。また、街路の上部を走る PRTは、市街地を走る
路線だけに民家のプライバシーに配慮する必要があると思います。
　そして、旅の楽しみには予期していなかった空間や場面に出会うことも
あると思います。生活の匂いのある空間を保ち続けている熱海の良さを残
したまま、さらに磨きをかけるためにも、SV の届かない空間にこそ地域
の魅力をつくっていく必要があります。そこは私たち地元の住民の役割だ
と思いますので、このような交通インフラだけに頼らない魅力ある地域づ
くりを今後も進めていきたいと思います。
　「自動車を気にすることなく、安心して歩いて巡ることができる。道端や
路地裏で、子どもたちが走り回って遊べる。街全体が遊び場になる未来の
街」。このプロジェクトからは、そんな熱海が思い浮かびました。（談）

　移動体験をコンテンツにする仕組み
熱海で生まれ育ち、現在、温泉や土地柄といったハードウェア
だけに頼らない熱海の魅力づくりに取り組む市来広一郎氏に、
今回のプロジェクトの可能性や課題について聞いた。

◎
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

今
村 

創
平

1
9
6
6
年
東
京
生
ま
れ
。

建
築
家
。
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
大
学
院
、

芝
浦
工
業
大
学
大
学
院
な
ど

で
非
常
勤
講
師
を
勤
め
る
。

著
書
は『
現
代
住
居
コ
ン
セ
プ

シ
ョ
ン
』（
共
著
）
な
ど
。

◎
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
C
G
作
成

松
田 
達

1
9
7
5
年
石
川
県
生
ま
れ
。

建
築
家
。
東
京
大
学
工
学
部

都
市
工
学
科
卒
業
、
同
大
学

院
建
築
学
専
攻
修
了
。
京
都

造
形
芸
術
大
学
、
桑
沢
デ
ザ

イ
ン
研
究
所
な
ど
で
非
常
勤

講
師
を
務
め
る
。
建
築
系
ラ

ジ
オ
共
同
主
宰
。

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

メ

ン

バ

ー

く
て
は
な
ら
な
い
存
在
感
を
持

つ
。
な
ん
と
い
っ
て
も
特
徴
的

な
の
が
、
愛
く
る
し
い
球
体
の

車
体
。
旅
行
者
は
つ
い
カ
メ
ラ

を
構
え
て
し
ま
う
。
乗
り
物
の

あ
る
風
景
が
絵
に
な
る
好
事
例

だ
。
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
に
な

っ
て
い
る
グ
ル
ノ
ー
ブ
ル
だ
か

ら
こ
そ
考
え
ら
れ
た
乗
り
物
だ
。

　

最
後
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
開
発

さ
れ
水
陸
両
用
車
両
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー

「
ギ
ブ
ス
・
ア
ク
ア
ダ
」。
地
上

を
時
速
1
6
0
㎞
、
水
上
を
時

速
50
㎞
で
走
行
が
可
能
な
こ
の

車
、
水
着
す
る
と
タ
イ
ヤ
を
格

納
し
ジ
ェ
ッ
ト
噴
射
で
航
行
す

る
。
価
格
は
日
本
円
で
お
よ
そ

3
0
0
0
万
円
と
高
額
だ
が
、

こ
ん
な
乗
り
物
が
街
を
走
る
姿

を
考
え
る
だ
け
で
、
未
来
が
楽

し
く
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ど
の
乗
り
物
も
夢
物
語
で
は

な
い
。
今
日
も
ま
た
未
来
の
社

会
を
変
え
る
新
し
い
乗
り
物
が

開
発
さ
れ
続
け
て
い
る
。

各
モ
ー
ド
性
能

■
P
R
T
モ
ー
ド

最
高
速
度
：
時
速
60
㎞

一
充
電
走
行
距
離
：
2
0
0
㎞

操
作
方
法
：
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
指
示
方
式

■
自
走
モ
ー
ド

最
高
速
度
：
時
速
1
6
0
㎞

一
充
電
走
行
距
離
：
80
㎞

操
作
方
法
：
ス
テ
ア
リ
ン
グ
・
ホ
イ
ー
ル
方
式

■
水
上
モ
ー
ド

最
高
速
度
：
時
速
70
㎞

一
充
電
走
行
距
離
：
40
㎞

操
作
方
法
：
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
指
示
方
式（
自
動
操
縦
時
）

 

ス
テ
ア
リ
ン
グ
・
ホ
イ
ー
ル
方
式

 

（
手
動
操
縦
時
）

動
力
推
進
機
構
：
ス
ク
リ
ュ
ー
プ
ロ
ペ
ラ

■
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
モ
ー
ド

最
高
速
度
：
時
速
2
8･
8
㎞（
毎
秒
8
m
）

最
短
輸
送
間
隔
：
20
秒

水
平
長
：
2
8
0
0
m

最
大
高
低
差
：
1
2
0
m

片
道
所
要
時
間
：
8
分

最
大
輸
送
量
：
毎
時
9
0
0
人

◎
文田

中 

元
子

１
９
７
５
年
茨
城
県
生
ま
れ
。

ラ
イ
タ
ー
。
２
０
０
４
年

m
o
s
a
k
i
共
同
設
立
。

建
築
系
メ
デ
ィ
ア
を
中
心
に

執
筆
お
よ
び
デ
ザ
イ
ン
デ
ィ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
行
う
。

◎
構
成

大
西 

正
紀

１
９
７
７
年
大
阪
府
生
ま
れ
。

編
集
者
。
日
本
大
学
大
学
院

建
築
学
専
攻
修
了
。
ウ
シ
ダ
・

フ
ィ
ン
ド
レ
イ・
ア
ー
キ
テ
ク
ツ

勤
務
後
、
m
o
s
a
k
i
共

同
設
立
。
建
築
系
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
企
画
・
編
集
を
行
う
。
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森
林
と
林
業
を
総
合
的
に
支
援
す
る
振
興
会

　

財
団
法
人
日
本
森
林
林
業
振
興
会（
以
下
、
振
興
会
）
の
本
部

は
東
京
ド
ー
ム
に
ほ
ど
近
い
東
京
都
文
京
区
に
あ
る
。
地
上

6
階
、
地
下
1
階
の「
林
友
ビ
ル
」
と
い
う
名
称
の
建
物
に
は

本
部
の
他
に
29
団
体
の
テ
ナ
ン
ト
が
入
居
し
て
い
る
。
多
く

は
森
林
関
係
の
公
益
法
人
だ
が
、
な
か
に
は
民
間
企
業
も
あ

る
。
萩
原
宏
副
会
長
は
振
興
会
の
役
割
を
こ
う
語
る
。

　
「
事
業
に
は
3
つ
の
柱
が
あ
り
ま
す
。
第
1
に
森
林
を
訪
れ

る
人
へ
の
サ
ー
ビ
ス
。
グ
リ
ー
ン
・
サ
ー
ク
ル
と
い
う
会
を
組

織
し
て
お
り
、
会
員
の
た
め
に
年
15
回
の
森
林
教
室
や
年
3
、

4
回
の
宿
泊
ツ
ア
ー
を
主
催
し
て
い
ま
す
。
国
有
林
見
学
会
は

特
に
人
気
で
す
。
第
2
に
森
林
・
林
業
の
振
興
で
、
森
林
の
各

日
本
森
林
林
業
振
興
会

隊
長

篠
﨑 

正
彦

東
洋
大
学
工
学
部
建
築
学
科 

准
教
授
。

1
9
6
8
年
東
京
都
生
ま

れ
。
専
門
分
野
は
、
建
築

計
画
と
環
境
行
動
研
究
。
特

に
、
都
市
で
の
生
活
様
式
と

住
居
、
施
設
の
関
係
を
研
究

し
て
い
る
。
現
在
、
ベ
ト
ナ

ム
に
お
け
る
集
合
住
宅
の
調

査
研
究
を
進
め
て
い
る
。

隊
員

山
田 

花
子

篠
﨑
先
生
の
研
究
室
で
ベ
ト

ナ
ム
建
築
を
学
ぶ
。
趣
味
は

ピ
ア
ノ
と
フ
ル
ー
ト
。

エレベーター・1階のりば
従来はステンレスをエッチング仕上げで装飾したホールドアだったが、
リニューアル時に木目調化粧シート貼り仕上げに。フロアのイメー
ジを一新した。

before

after
OWNER

MAKER

日
本
の
森
林
・
林
業
の
発
展
を
支
援
す
る
日
本
森
林
林
業
振
興
会
は
、
そ
の
本
部
が
東
京
都
文
京
区
の
東
京
ド
ー
ム

近
く
に
あ
る
。
29
団
体
の
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
が
入
る
事
務
所
ビ
ル
と
し
て
も
機
能
し
て
お
り
、
正
面
玄
関
奥
の
2
台
の

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
多
く
の
人
の
往
来
を
支
え
て
い
る
。
昨
年
末
、
そ
の
う
ち
の
1
台
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

ビ
ル
を
使
う
人
の
安
全
性
と
利
便
性
を
考
慮
し
、
緊
急
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

12



15 　2009　Vol.20

種
専
門
調
査
や
木
材
製
品
を
中
心
と
す
る
林
業
用
機
材
な
ど
の

物
販
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
第
3
に
森
林
に
関
す
る
出
版
事

業
で
す
。
こ
の
他
に
、
林
野
庁
の
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
サ
ポ

ー
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
」

　

本
部
の
あ
る
林
友
ビ
ル
の
落
成
は
1
9
7
4
年
の
こ
と
。
以

来
、
35
年
間
、
玄
関
奥
に
設
置
さ
れ
た
2
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
せ
っ
せ
と
人
々
を
運
び
続
け
て
き
た
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
時
期
は
設
置
後
25
年
が

ひ
と
つ
の
基
準
だ
。
管
理
室
に
人
が
24
時
間
体
制
で
常
駐
す
る

有
人
管
理
や
2
週
間
に
1
回
の
定
期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
で

し
っ
か
り
管
理
し
て
き
た
た
め
、
閉
じ
込
め
な
ど
は
起
き
た
こ

と
が
な
か
っ
た
が
、
昇
降
時
に
ガ
ク
ン
と
振
動
が
起
き
た
り
、

停
止
時
に
段
差
が
生
じ
る
な
ど
経
年
劣
化
に
よ
る
問
題
が
目
に

付
き
始
め
て
い
た
。
振
興
会
の
斉
藤
正
勝
総
務
部
長
は「
テ

ナ
ン
ト
か
ら
も
か
ご
室
が
暗
い
と
か
、
ガ
タ
ン
と
止
ま
る
な

ど
不
満
は
出
て
い
ま
し
た
し
、
安
全
上
か
ら
も
早
く
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
予
算
が
確
保
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
」
と
語
る
。

　

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
ビ
ル
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
だ
が
、

人
を
運
ぶ
と
い
う
役
割
さ
え
果
た
し
て
い
れ
ば
、
新
た
に

交
換
す
る
必
要
性
を
感
じ
に
く
い
。
し
か
も
、
2
台
以
上
設
置

さ
れ
て
い
る
場
合
、「
1
台
が
停
止
し
て
も
、も
う
1
台
が
あ
る
」

と
い
う
一
種
の
安
心
感
が
あ
り
、
な
お
さ
ら
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
踏
み
切
る
決
断
が
し
に
く
く
な
る
。

木
の
イ
メ
ー
ジ
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

し
か
し
、
昨
年
12
月
、
実
際
に
1
台
が
停
止
す
る
事
態
が
起

き
、
斉
藤
部
長
も
危
機
感
を
感
じ
た
。

　
「
さ
す
が
に
片
方
が
止
ま
る
と
テ
ナ
ン
ト
か
ら
も
ク
レ
ー
ム

が
あ
り
、
困
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
役
員
と
相
談
し
て
、

特
別
に
予
算
措
置
を
行
い
、
2
台
同
時
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

こ
と
を
決
め
ま
し
た
」

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
は
今
年
6
月
初
旬
に
ス
タ
ー
ト
し
、

エレベーター・操作盤と階数表示パネル
階数表示パネルがデジタル式になり、
操作盤も最新モデルと同じユニバーサル
デザインになった。

萩
原 

宏
氏

財
団
法
人
日
本
森
林
林
業
振
興
会

副
会
長

エレベーター・かご室天井
左右隅２カ所に設置されてい
た照明を撤去して、新たに中
央に設置した。照度が上がり、
かご室内が明るくなった。

斉
藤 

正
勝
氏

財
団
法
人
日
本
森
林
林
業
振
興
会

総
務
部
長

before

after

before

after
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財団法人日本森林林業振興会
1946 年設立以来、森林利用者へのサービスや森林調査などを通じて森林・
林業の振興に寄与してきた。2008年10月には財団法人林野弘済会から現名
称に改称。同会の組織するグリーン・サークルの会員は現在 860 名、自然
を愛する人たちが会員となっている。

■住所：東京都文京区後楽 1-7-12
■TEL：03-3816-2471

1
台
当
た
り
12
日
間
を
か
け
、
下
旬
に
は
完
了
し
た
。
工
事
に

当
た
っ
て
斉
藤
部
長
は「
木
を
使
う
こ
と
と
、
見
た
目
が
変
わ

る
こ
と
」
を
要
望
し
た
。
日
本
森
林
林
業
振
興
会
の
名
に
ち

な
み
、
本
来
は
実
際
の
木
を
あ
し
ら
っ
た
デ
ザ
イ
ン
に
し
た

か
っ
た
が
、
建
築
基
準
法
の
規
定
に
よ
り
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
周

り
に
可
燃
材
を
使
う
こ
と
は
で
き
ず
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー

ル
側
ド
ア
と
、
か
ご
室
内
に
木
目
調
の
化
粧
シ
ー
ト
を
貼
る

こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
天
井
の
照
明
も
交
換
し
た
。

　
「
明
る
く
て
落
ち
着
い
た
木
目
調
に
変
わ
り
、
雰
囲
気
が

だ
い
ぶ
変
わ
り
ま
し
た
。
来
客
に
も
テ
ナ
ン
ト
に
も
好
評
で
す
」

　

か
ご
室
内
に
は
木
製
の
テ
ナ
ン
ト
案
内
板
が
あ
る
が
、
木

目
調
の
か
ご
室
内
と
よ
く
マ
ッ
チ
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
、

か
ご
室
内
に
は
掲
示
物
が
数
多
く
貼
っ
て
あ
っ
た
が
、
役
員

か
ら「
き
れ
い
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
も
う
貼
ら
な
い
よ
う
に
」

と
の
要
請
が
あ
り
、
1
階
ロ
ビ
ー
に
わ
ざ
わ
ざ
掲
示
板
を
新

設
し
た
と
い
う
。
今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
、
振
興
会
ら
し

い
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
に
も
寄
与
し
た
よ
う
だ
。

玄関奥のエレベーターホールは建物の“顔”と

もいえるスポットです。今回のリニューアル

では、この顔が見事に変わり、イメージアップしま

した。

　林業を支援されている組織のため、木のイメージ

を大切にされているということですが、エレベーター

ホール側のドアを少し濃い目の木目調化粧シートで

覆い、大理石の壁とよくマッチしています。

　まさに２本の木が立っているようで、その中に入っ

ていくと、明るい木目調の空間が開けるというストー

リーがあります。かご室内は光天井で明るく、圧迫

感がありません。

　リニューアルの意図がはっきりしており、しかも

エレベーターの外も内も主張しすぎておらず、好感

が持てます。

　制御リニューアルという最小限の改修で、コスト

と手間と時間をあまりかけずに、快適性、乗り心地、

安全性の向上と、さらにイメージアップを実現した

モデルケースだと思います。

　多数のテナントが入っており、長期間、エレベー

ターを停められない条件下で、これだけのことがで

きるという意味で、リニューアルが必要な他の建物

にもお手本となるのではないでしょうか。

　60年代半ばから、70年代にかけて建設された都

心のビルは多く、どこも空調や照明設備を含めて建

物全体の改修が必要な時期です。特に古い空調設備

は小規模ビルでも全館空調が多く、消費電力などラ

ンニングコストが相当にかかっています。

　温暖化ガス削減の社会的な要請もあり、今後は

空調設備の交換と共にエレベーターリニューアルの

ニーズが高まるのではないでしょうか。

　建物をブラッシュアップする上で、エレベーター

ホールやかご室内のイメージアップはテナントにア

ピールする上でも効果的といえるでしょう。（談）

P O I N T

リニューアルの意図が
明確なモデルケース

篠﨑隊長の
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清
水 

利
晃

東
京
支
社
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
営
業
第
二
部

営
業
第
二
担
当

販
売
主
任

五
十
嵐
公
士

東
京
支
社

建
設
部

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

技
術
グ
ル
ー
プ

ス
テ
ン
レ
ス
製
の
ホ
ー
ル

ド
ア
と
か
ご
室
内
に
敢
え

て
木
目
の
化
粧
シ
ー
ト
を

貼
る
こ
と
を
提
案
し
て
顧

客
に
喜
ば
れ
た
営
業
担
当

の
清
水
氏
と
、
音
が
出
な

い
よ
う
に
工
事
に
気
を

遣
っ
た
と
い
う
建
設
部
の

五
十
嵐
氏
に
聞
い
た
。

ロ
ビ
ー
に
木
が
立
つ
イ
メ
ー
ジ
を

　

昨
年
12
月
、
日
本
森
林
林
業
振
興
会
の
営
業
担

当
で
あ
っ
た
東
京
支
社
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
営
業
第
二

部
営
業
第
二
担
当
の
清
水
利
晃
販
売
主
任
は
林
友

ビ
ル
に
あ
る
２
台
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
う
ち
、
右

側
の
１
台
が
停
止
し
た
と
い
う
報
告
を
受
け
た
。

ビ
ル
の
竣
工
と
同
時
に
設
置
さ
れ
、
35
年
経
過
し

た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
だ
け
に
、
そ
う
し
た
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
た
。

　
「
以
前
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
お
客
さ
ま
に
お

勧
め
し
て
い
ま
し
た
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
動
い

て
い
る
と
き
に
は
、
な
か
な
か
そ
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
た
だ
け
な
い
も
の
で
す
」（
清
水
）

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
さ
て
お
き
、
ま
ず
は
、
止
ま

っ
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
再
開
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

経
年
劣
化
に
よ
る
モ
ー
タ
ー
の
消
耗
が
原
因
で

あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
た
が
、
そ
の
モ
ー
タ
ー
も
古

い
機
種
な
の
で
、
す
で
に
代
替
品
も
製
造
中
止
に

な
っ
て
い
る
。
壊
れ
た
モ
ー
タ
ー
を
自
社
工
場
に

持
ち
帰
り
、
大
急
ぎ
で
修
理
し
た
も
の
の
、
運
転

再
開
ま
で
に
長
い
時
間
を
要
し
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
ト
ラ
ブ
ル
を
き
っ
か
け
に
、
振
興
会
の
斉

藤
総
務
部
長
は
危
機
感
を
強
め
、
役
員
の
了
解
を

得
て
、
緊
急
措
置
と
し
て
予
算
を
計
上
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

コ
ス
ト
を
抑
え
る
た
め
に
制
御
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
選
択
し
た
が
、
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
し
た
い
と
い

う
要
望
も
あ
り
、
か
ご
室
内
と
ホ
ー
ル
側
の
ド
ア

に
も
手
を
入
れ
る
こ
と
に
し
た
。

　

通
常
、
制
御
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
で
は
、
か
ご
室
は

操
作
盤
を
除
い
て
そ
の
ま
ま
利
用
し
、
ホ
ー
ル
側

の
ド
ア
パ
ネ
ル
な
ど
も
既
設
部
品
を
そ
の
ま
ま
流

用
す
る
。

　

し
か
し
、
今
回
は
巻
上
機
、
制
御
盤
、
操
作
盤

と
と
も
に
、
か
ご
室
内
の
天
井
照
明
を
交
換
し
、

か
ご
室
パ
ネ
ル
、
ホ
ー
ル
ド
ア
の
パ
ネ
ル
も
す
べ

て
手
を
入
れ
る
こ
と
と
し
た
。

　
「
お
客
さ
ま
よ
り
、
か
ご
室
内
と
ホ
ー
ル
ド
ア

の
パ
ネ
ル
に
天
然
木
を
お
使
い
に
な
り
た
い
と
い

う
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、
法
律
上
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
に
は
難
燃
材
料
し
か
使
え
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
、
木
目
調
の
化
粧
シ
ー
ト
で
お
好
き
な
も
の
を

選
ん
で
頂
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
、
1

階
の
ホ
ー
ル
ド
ア
は
ス
テ
ン
レ
ス
製
で
、
通
常
、

ス
テ
ン
レ
ス
製
の
ド
ア
は
磨
い
て
再
利
用
す
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
が
、
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る
た
め

に
ホ
ー
ル
ド
ア
と
、
上
部
の
幕
板
ま
で
化
粧
シ
ー

ト
を
貼
る
こ
と
に
し
ま
し
た
」

　

そ
の
結
果
、
玄
関
か
ら
入
っ
て
く
る
人
に
は
木

が
2
本
立
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
を
与
え
、
落
ち

着
き
と
暖
か
み
が
ロ
ビ
ー
に
漂
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「『
ロ
ビ
ー
の
雰
囲
気
が
よ
く
な
り
、
い
い
提
案

だ
っ
た
』
と
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
」（
清
水
）

目
に
見
え
な
い
﹁
安
心
﹂
を
も
た
ら
す

　

か
ご
室
内
の
壁
は
、
ホ
ー
ル
ド
ア
と
比
べ
て
少

し
明
る
め
の
木
目
調
化
粧
シ
ー
ト
を
貼
り
、
天
井

照
明
も
替
え
て
、
全
体
の
照
度
を
上
げ
た
。
工
事

を
担
当
し
た
東
京
支
社
建
設
部
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工

事
技
術
グ
ル
ー
プ
の
五
十
嵐
公
士
は「
細
か
い
こ

と
な
ん
で
す
が
」
と
当
時
の
苦
労
話
を
語
っ
た
。

　
「
以
前
の
天
井
照
明
は
天
井
隅
に
設
置
し
て
あ

っ
た
の
で
、
こ
れ
を
外
し
た
ら
す
き
間
が
で
き
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ど
う
や
っ
て
埋
め
る
か
い
ろ
い

ろ
と
議
論
し
ま
し
た
が
、
結
局
、
コ
ー
キ
ン
グ
剤

で
隙
間
を
埋
め
ま
し
た
。
目
立
た
な
く
、
き
れ
い

に
仕
上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
」（
五
十
嵐
）

　

テ
ナ
ン
ト
ビ
ル
の
た
め
、
平
日
の
昼
間
は
大
き

な
音
を
出
す
工
事
は
で
き
な
い
。
今
回
は
、
日
曜

日
に
そ
う
し
た
工
事
を
集
中
的
に
行
う
こ
と
で
切

り
抜
け
た
。

　

１
台
当
た
り
の
工
期
は
12
日
間
と
い
う
厳
し
い

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
、
朝
夕
の
通
勤
者
に
迷
惑
を

か
け
な
い
よ
う
に
工
事
を
進
め
た
。
交
通
量
の
多

い
道
路
の
交
差
点
に
林
友
ビ
ル
が
建
っ
て
い
る
た

め
、
モ
ー
タ
ー
な
ど
巻
き
上
げ
機
の
交
換
を
行
う

ク
レ
ー
ン
車
を
昼
間
に
出
動
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ず
、
夜
中
に
作
業
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
工
事
が
終
わ
っ
た
後
は
乗
り
心
地
が
よ
く
な

っ
た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
頂
き
ま
し
た
」（
五
十
嵐
）

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
標
準
装
備
の
地
震
時
管
制

運
転
や
故
障
時
最
寄
階
自
動
着
床
運
転
、
24
時
間

遠
隔
監
視
な
ど
の
機
能
が
付
加
さ
れ
、
安
全
性
も

ぐ
っ
と
増
し
た
。
目
に
は
見
え
な
い
が
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
は
「
安
心
」
と
い
う
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら
…

東
芝
エ
レ
ベ
ー
タ
株
式
会
社

OWNER

MAKER
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携
帯
電
話
の
登
場
で

変
貌
し
た
私
た
ち
の
世
界

　

携
帯
電
話
の
登
場
に
よ
っ
て

私
た
ち
の
世
界
は
、
大
き
く
変

わ
っ
た
。
そ
れ
は
街
中
か
ら
公

衆
電
話
の
数
が
大
幅
に
減
っ
た
と

い
う
よ
う
な
目
に
見
え
る
世
界
だ

け
の
話
で
は
な
い
。
以
前
は
電
話

の
あ
る
場
所
で
し
か
通
話
が
で
き

な
か
っ
た
が
、
個
人
と
共
に
電
話

が
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
は
、
人
と
人
は
あ
ら
ゆ
る
場
所

で
つ
な
が
っ
て
い
る
状
態
と
な
っ

た
。
い
や
、
通
話
だ
け
で
は
な
い
。

携
帯
電
話
の
機
能
と
し
て
備
わ
っ

て
い
る
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を

瞬
時
に
や
り
と
り
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
も
は
や
私
た
ち
の
生
活

の
な
か
で
携
帯
電
話
は
必
要
不
可

欠
の
存
在
で
あ
る
。

　

し
か
し
便
利
で
あ
る
反
面
、
そ

こ
に
は
思
わ
ぬ
落
と
し
穴
が
潜
ん

で
い
な
い
と
も
限
ら
な
い
。
携
帯

電
話
に
は
ど
ん
な
ト
ラ
ブ
ル
が
多

い
の
か
、
そ
の
対
処
の
方
法
も
含

め
て
、
N
T
T
ド
コ
モ 

モ
バ
イ
ル

社
会
研
究
所 

主
任
研
究
員
の
遊
橋

裕
泰
氏
に
聞
い
て
み
た
。

　
「
携
帯
電
話
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
大

き
く
分
け
る
と
３
つ
あ
り
ま
す
。

1
．
端
末
操
作
に
か
か
わ
る
こ
と
、

2
．
外
か
ら
の
悪
意
を
も
っ
た
ア

ク
セ
ス
、
3
．
人
間
関
係
で
す
」

と
遊
橋
氏
は
言
う
。

携
帯
電
話
の
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

　

ま
ず
端
末
操
作
に
か
か
わ
る
こ

と
だ
が
、
な
か
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
操
作
に
は
気
を
つ
け
た
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
無

数
の
サ
イ
ト
に
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
サ
イ
ト
も
多
い
。
多
く
の
サ
イ

ト
は
、
購
入
ま
で
に
何
度
か
の
操

作
を
必
要
と
し
、
購
入
履
歴
が
メ

ー
ル
で
送
ら
れ
て
く
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。
だ
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
サ
ー
バ
ー
は
世
界
中
に

置
か
れ
て
い
る
。
必
ず
し
も
、
ど

の
サ
イ
ト
で
も
安
全
に
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
不

当
に
高
い
価
格
で
販
売
さ
れ
た
製

品
の
購
入
ボ
タ
ン
を
押
し
て
し
ま

い
、
支
払
い
と
製
品
受
け
取
り
を

済
ま
せ
て
か
ら
気
付
い
た
も
の
の
、

す
で
に
販
売
者
は
行
方
を
く
ら
ま

し
て
い
た
、
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

に
は
、
あ
ら
か
じ
め
危
険
な
サ
イ

ト
に
は
接
続
で
き
な
い
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
を
設
定
し
て

お
け
ば
、
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
楽
し
め
る
。
フ
ィ
ル

タ
リ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
は
、
携

帯
電
話
会
社
に
よ
っ
て
安
全
と

認
定
さ
れ
た
サ
イ
ト
の
み
接
続

す
る
「
ホ
ワ
イ
ト
リ
ス
ト
方
式
」

と
、
ア
ダ
ル
ト
な
ど
特
定
ジ
ャ

ン
ル
の
サ
イ
ト
は
接
続
で
き
な

い
「
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
方
式
」

の
2
種
類
が
あ
る
。
こ
れ
は
携
帯

電
話
会
社
が
無
料
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
提
供
し
て
い
る
も
の
で
、
販
売

店
や
電
話
機
で
設
定
で
き
る
。
必

要
に
応
じ
て
設
定
す
る
と
い
い
だ

ろ
う
。

　

ま
た
、
重
い
画
像
や
動
画
が
メ

ー
ル
で
送
ら
れ
て
き
て
、
思
わ
ぬ

高
額
の
通
信
料
が
発
生
し
て
し
ま

う
こ
と
も
。
月
額
利
用
料
が
設
定

し
た
限
度
額
に
到
達
す
る
と
、
メ

ー
ル
で
知
ら
せ
て
く
れ
た
り
使
用

で
き
な
く
な
っ
た
り
す
る
サ
ー
ビ

ス
も
あ
る
の
で
、
契
約
内
容
を
把

握
し
て
賢
く
利
用
し
た
い
も
の
だ
。

　

2
番
目
の
悪
意
を
も
っ
た
ア
ク

セ
ス
に
は
、
電
話
と
メ
ー
ル
の
2

種
類
が
あ
る
。

　

電
話
は
い
わ
ゆ
る
「
ワ
ン
切
り
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
1
、
２
回

の
呼
び
出
し
で
す
ぐ
切
れ
て
し
ま

う
。
着
信
履
歴
が
残
る
の
で
折
り

返
す
と
、
法
外
な
利
用
料
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
た
か
の
よ
う
に
装

い
、
個
人
情
報
を
聞
き
だ
そ
う
と

し
た
り
す
る
。

　

メ
ー
ル
の
場
合
は
、「
あ
な
た

連載●安全・安心を科学する
コミュニケーションのための安全・安心

携帯電話のトラブルとその対処法
通話・メール・インターネットと、その小さな中に多機能を備えた携帯電話は

いまや仕事と遊びの両方も含めて、私たちの生活になくてはならないものとなっている。
これほど日常に密着した機器であるがゆえにどんなトラブルがあるか知っておくことが大切だ。
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は
こ
の
有
料
サ
イ
ト
を
利
用
し
た

の
に
料
金
を
払
っ
て
い
な
い
か
ら
、

振
り
込
む
よ
う
に
」
と
い
う
類
い

の
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
く
る
こ
と

が
あ
る
。
あ
る
い
は
、
い
や
が
ら

せ
メ
ー
ル
を
送
っ
て
き
て
、「
今
後

メ
ー
ル
を
送
っ
て
欲
し
く
な
い
場

合
は
、
返
信
す
る
よ
う
に
」
と
指

示
し
て
く
る
も
の
も
あ
る
。

　

電
話
に
し
て
も
メ
ー
ル
に
し
て

も
、
こ
れ
ら
の
対
処
方
法
は
、
知

ら
な
い
人
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
き

た
も
の
に
は
、
絶
対
に
折
り
返
し

電
話
や
返
信
メ
ー
ル
を
せ
ず
、
無

視
す
る
こ
と
だ
。
携
帯
電
話
か
ら

自
動
で
送
信
さ
れ
る
内
容
は
、
電

話
番
号
や
位
置
情
報
、
機
種
情
報

と
い
っ
た
も
の
で
、
個
人
を
特
定

で
き
る
内
容
、
特
に
住
所
や
名
前

は
ま
っ
た
く
含
ま
れ
て
い
な
い
。

自
分
か
ら
住
所
や
氏
名
を
教
え
な

い
限
り
、
着
信
拒
否
を
す
れ
ば
、

相
手
は
二
度
と
あ
な
た
と
連
絡
を

取
る
方
法
は
な
い
の
だ
。

　

3
番
目
の
人
間
関
係
と
は
、
携

帯
電
話
の
メ
ー
ル
が
引
き
起
こ
す

人
間
関
係
で
の
ト
ラ
ブ
ル
だ
。

　

携
帯
電
話
で
の
メ
ー
ル
は
短
文

に
な
り
が
ち
で
、
な
か
な
か
自
分

の
言
葉
で
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
。

こ
う
し
た
場
合
、
メ
ー
ル
で
招
い

た
誤
解
は
メ
ー
ル
で
解
決
し
よ
う

と
し
な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
遊
橋

氏
は
語
る
。

　
「
せ
っ
か
く
の
携
帯
電
話
で
す
か

ら
電
話
で
話
す
、
あ
る
い
は
会
い

に
行
く
な
ど
、
直
接
話
し
て
真
意

を
伝
え
た
ほ
う
が
解
決
の
近
道
に

な
り
ま
す
」

　

最
後
に
、
携
帯
電
話
を
ど
こ
か

で
落
と
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
も
し

く
は
盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
ら
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
日
ご
ろ
か
ら
携
帯
電
話
に
あ
る

ロ
ッ
ク
機
能
を
働
か
せ
て
お
く
習

慣
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
う
す

れ
ば
、
万
一
の
場
合
で
も
、
情
報

の
流
出
は
防
げ
ま
す
。
ま
た
、
ロ

ッ
ク
機
能
は
、
携
帯
電
話
を
置
き

っ
放
し
に
し
て
席
を
外
し
た
と
き

な
ど
、
第
三
者
が
あ
な
た
の
携
帯

電
話
の
着
信
履
歴
や
電
話
帳
を
盗

み
見
る
こ
と
も
防
止
し
ま
す
。
そ

し
て
な
く
し
た
と
わ
か
っ
た
と
き

は
、
す
ぐ
に
携
帯
電
話
会
社
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
携
帯
電
話
会

社
で
は
、
す
ぐ
に
電
話
機
能
を
止

め
、
お
サ
イ
フ
ケ
ー
タ
イ
で
も
使

用
不
可
に
で
き
ま
す
。
そ
の
上
で
、

警
察
に
届
け
て
く
だ
さ
い
」

　

便
利
こ
の
上
な
い
携
帯
電
話
。

だ
か
ら
こ
そ
、
普
段
か
ら
危
機
管

理
を
心
が
け
て
お
き
た
い
。

もしも大規模な災害が起こったら
災害用伝言板を利用しよう。

　本文では携帯電話についてのト
ラブルについて述べたが、逆に災
害などのトラブルが起こったとき
には、携帯電話は手放せないツー
ルでもある。
　携帯電話に災害用伝言板サービ
スというのがあるのをご存知だろ
うか。これは平常時にはアクセス
できないが、震度６弱以上の地震
など大規模な災害が発生したとき
に使用可能になる。災害時には、
多くの人たちが一斉に電話を使用
するため回線がつながりにくくな
ってしまう。メールでも安否を知
らせたり確認したりできるが、電
話番号は知っていてもメールアド
レスまでは……という人も多い。
そんなときに使って欲しいのが、
この災害用伝言板サービスだ。
　災害用伝言板では被災地域の人
が「無事です」「被害があります」「自
宅にいます」「避難所にいます」の
うち当てはまる箇所をチェックし、
さらに100字以内のコメントがつ
けられる。一方、安否を知りたい
人はここにアクセスして相手の電
話番号を入力すると、被災地域に
いる当該の人が入力した先のメッ
セージを見ることができる。そこ
にない場合には、リンクしている
他の携帯電話会社の災害用伝言板
へ飛ぶことも可能だ。いざという
ときのために、普段から災害用伝
言板サービスの使い方を確認して
おきたい。

災害用伝言板
サービス
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携帯インターネットの利用率（2008年）

出典：平成 20 年通信利用動向調査（総務省）

全体 6-12歳 13-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-64歳 65-69歳 70-79歳 80歳以上

n =13,680
100%

80%

60%

40%

20%

0%



空
港
と
鉄
道
の
新
し
い
関
係

　

昔
か
ら
あ
る
空
港
は
、
そ
の
多
く
が
都
市
の
中
心
部
か
ら
離

れ
た
と
こ
ろ
に
つ
く
ら
れ
、
空
港
と
の
行
き
来
に
は
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
で
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
で
の
常
識
だ
っ
た
。

し
か
し
、
い
ま
や
そ
の
常
識
は
覆
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
空
港

を
つ
く
ろ
う
と
い
う
場
合
に
は
、
鉄
道
と
う
ま
く
リ
ン
ク
さ

せ
よ
う
と
い
う
動
き
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

そ
の
先
駆
と
な
っ
た
の
が
、
ド
イ
ツ
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

国
際
空
港
だ
。
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
場
合
、
新
し
く
こ
の

地
に
で
き
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
１
９
９
６
年
に

一
度
火
災
に
遭
っ
て
再
建
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
役
所
で
は
な

く
民
間
が
主
導
的
役
割
を
演
じ
た
こ
と
で
、
ユ
ー
ザ
ー
の
利
益

が
最
優
先
に
考
え
ら
れ
、
利
便
性
の
極
め
て
よ
い
空
港
へ
と

生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
い
う
わ
け
だ
。
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
に

は
日
本
企
業
も
多
数
進
出
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
空
港
に
降

り
立
っ
た
こ
と
の
あ
る
人
も
多
い
に
違
い
な
い
。
斬
新
な
空
港

の
デ
ザ
イ
ン
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
空
港
と
ド
イ
ツ
の
新
幹
線

I
C
E
（
イ
ン
タ
ー
シ
テ
ィ
・
エ
ク
ス
プ
レ
ス
）
な
ど
が
乗
り
入

れ
て
い
る
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
中
央
駅
と
を
ド
イ
ツ
鉄
道
が

十
数
分
で
つ
な
い
で
い
る
。
ま
た
、
こ
の
中
央
駅
へ
は
空
港

内
を
走
っ
て
い
る
ス
カ
イ
ト
レ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
モ
ノ
レ
ー
ル

で
行
く
こ
と
も
可
能
だ
。

　

日
本
で
も
す
で
に
こ
の
コ
ラ
ム
（
本
誌V

ol.

15
「
観
光
立
国
・

日
本
の
鍵
は
地
方
空
港
に
あ
り
」）
で
も
触
れ
た
よ
う
に
富
士
山
静

岡
空
港
の
場
合
な
ど
、
い
ま
の
と
こ
ろ
ま
だ
駅
は
な
い
も
の
の

新
幹
線
の
停
車
を
見
越
し
て
、
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
の
真
上
に

空
港
を
建
設
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
で
も
都
市
型
の
空
港
で
な

い
限
り
、
鉄
道
と
の
リ
ン
ク
な
ど
考
え
ら
れ
も
し
な
か
っ
た

が
近
年
、
地
方
の
場
合
で
も
そ
う
し
た
動
き
が
出
て
き
て
い
る
。

ど
う
や
ら
こ
れ
ま
で
そ
り
の
合
わ
な
か
っ
た
空
港
と
鉄
道
の

上
手
な
リ
ン
ク
は
、
世
界
の
常
識
と
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。（談
）

交通機関同士の接続は、その利便性に相乗効果をもたらす。
特に、種類の異なる交通機関の場合は、その接続性が重視される。

法政大学大学院 教授  黒川 和美




